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Q

A

高齢者向けタクシー助成の実証実験として実施する本事業において、
助成対象者や金額の算出根拠は。

同様の取り組みを行っている近隣自治体の動向や、本市の福祉タクシーへの助成金額等を考
慮し決定した。実証実験の結果を踏まえ、次年度以降の助成内容について研究を進める。

高齢者タクシー事業費　741万9千円

Q

A

「ハッピーセカンドバースデー事業」で得られる効果は。

地域の子育て施設で育児用品を受け取ることで、保護者が地域や支援機関とつながる機会を
創出するものである。育児用品の内容や連携体制については、事業者と協議の上、決定する。

0・1・2歳にこにこ成長パッケージ事業業務委託料　750万4千円

Q

A

危険ブロック塀の撤去に向けた市の取組は。

耐震対策の一環として市内を巡回しており、危険なブロック塀を確認した際には、所有者へ
補助制度を紹介し、撤去を促している。

民間ブロック塀撤去支援事業費補助金　399万円

Q

A

中心市街地の活性化に向け、国の制度を活用して招聘するアドバイザーに求める条件は。
また市へはどのように関わるのか。

丸亀市に精通している人物を選定したいと考えている。また、まちなかサポートチームへの
助言や事業提案等をいただき、中心市街地のにぎわい創出につなげていきたい。

地域力創造アドバイザー等活用業務委託料　500万円

Q

A

保育所等での操法披露には交付金を支給しない団もあるが、
消防本部として運用の整合性、統一性を示す考えは。

方面隊で企画し、実績報告書が提出された訓練には報酬を払っているが、操法披露や各分団
の訓練はその対象としていない。運営交付金の支給は消防団と協議していきたい。

消防団運営交付金　766万円
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特集

これまでの加入促進に特化した支
援だけでは、脱退や解散による加
入率の減少に歯止めがかからない
のが現状である。そのため、今後
は新規加入の推進に加え、既存の
自治会に対する伴走型支援を手厚
く行い、自治会の存続と加入率の
維持を図っていく。

自治会振興費
4,341万円

論点
2

「世界の持続可能な観光地トップ100選」の
「ビジネス＆マーケティング部門」で世界2位
に選ばれた結果をどの様にPRし、今後生かし
ていくのか。

商談会や先進事例の講演会、ポー
タルサイト等で広くPRし、視察や
教育旅行につなげていく。海外向
けのパンフレットには、サステナ
ブルな取り組みや城泊のPRをする
など、インバウンドの誘致に努め
ていく。

観光開発事業費
3,058万5千円

論点
3

待機児童の解消を最優先の課題と
捉えており、まずは受け入れが可
能な私立１園での実施を予定して
いる。なお、利用申請が認められ
ないケースとしては、既に保育施
設を利用している児童の申請があ
った場合が想定される。

私立保育園等運営費
26億269万9千円

論点
1

予算特別委員会予算特別委員会
令和8年度予算に関係する議案は、議長を除く23名の
議員で構成された予算特別委員会で審査しました。

自治会の高齢化や後継者不足により、全国的
にも加入率の低下が進む中、本市においても
深刻な課題となっている。次年度から『自治
会加入推進員』を『自治会支援員』へ変更す
る目的は何か。

待機児童が生じている状況で「こども誰でも
通園制度」を開始することについて、市はど
のように認識しているか。また、利用申請が
認められない場合として、どのようなケース
が想定されるか。

A：

A：

Q：

Q：

Q：

A：

令和8年度予算

一般会計
643億円
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ＡQ
　モーターボート競走事業からの繰り入れ金70億円を基金
に積み立て、同時に歳出の財源確保にこれら基金を取り崩
している。令和7年度の繰り入れ額は100億円に達し、依
存度の進行と財政悪化の一途をたどる状況をどのように是
正するのか。

　繰り入れが恒常的なも
のではないと全職員が強く
認識し、持続可能な財政運
営を堅持していきたい。

補正予算
議案第3号

モーターボート競走事業収入　　　　　　　　　70億円

補正予算
議案第1号

物価高騰対応暮らし応援事業費　　　　11億7,660万円
日々の暮らしを下支えするため、市民に1人当たり1万円のギフトカードを、進学
のため市外に転出した単身学生に1万円相当の市特産品（食料品など）を配布する
事業を実施するもの。

1月臨時会
●１月16日　・議案第1号＝提案理由の説明、質疑、討論、採決

3月定例会　2月25日～3月25日 （29日間)

●２月25日
・議案第2～22号（令和7年度
関係議案）＝提案理由の説
明、質疑、討論、採決
・議案第23～53号（令和8年度
関係議案）＝提案理由の説明
・予算特別委員会の設置
●27日
・代表質問（市民クラブ、志政会、
亀城会）

●３月２日
・代表質問（国民民主丸亀、公
明党）
・総括質疑
●３日～５日
・総括質疑
・議案第23～53号＝各委員会
に付託
●６日
・教育民生委員会
・都市環境委員会

●９日
・総務委員会
●10日～13日、16日
・予算特別委員会
●25日
・議案第23～53号＝委員長報
告、討論、採決
・議案第54～56号＝提案理由
の説明、質疑、討論、採決
・諮問第1号＝提案理由の説明、
採決
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ＡQ　介護保険料への影
響額の見込みと、そ
の影響分に対する基
金活用の考えは。ま
た、今回の改正が利
用料へ影響するか。

　介護保険料への影響額について、国の試算を本市に当てはめ
ると、第1号保険料収入約19億6,000万円の1パーセントに相
当する約1,960万円と見込んでいる。また、第１号被保険者の
うち特定の階層のみを対象とした基金繰入れは公平性の観点か
ら適切ではないと考えている。なお、本改正はあくまで保険料
算定に係る措置であり、利用料には影響しない。

条例改正
議案第44号

介護保険条例の一部改正
令和7年度税制改正をうけ介護保険法施行令が一部改正され、介護保険における
保険料率の判定基準に係る特例が定められたことに伴い、令和8年度の介護保険
料算定の特例を定めるため、所要の改正を行うもの。

ＡQ
　改修工事開始時期
等の見通しは。
　また、延長となる
１年間の指定管理料
限度額が現在より増
加している理由は。

　令和8年度に全体スケジュールの再検討を行い、令和9年度の
着工に向けて準備を進める中で具体的な工事開始時期、休館期
間、利用再開時期を確定していく。令和8年10月から休館を予
定し、利用受付を停止していたため本来見込みの利用料から減
収が想定される差額分を指定管理料に反映するほか、物価上昇
に伴う人件費・物件費の増加を踏まえて算出した。

指定期間の延長
議案第20号

ＡQ　自動車通勤を行う職員の
駐車場等に係る手当が新設
されたが、支給対象人数の
見込みは。

　現在詳細を精査している段階だが、職員へのアンケ
ート結果から正規職員約300名に1800万円程度、会計
年度任用職員約150名に900万円程度の支給を見込ん
でいる。

条例改正
議案第32号

職員の給与に関する条例の一部改正
一般職の職員通勤手当、期末・勤勉手当について、人事院勧告に準拠した改正を
行うもの。

指定管理施設における指定期間の延長（丸亀市綾歌総合文化会館）
令和8年10月から予定していた大規模改修工事の延期により、現在の指定管理者
に令和8年4月から令和9年3月まで引き続き施設管理を行わせるため、議会の議
決を求めるもの。
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ＡQ
　計画名称を『保存計画』
から『保存活用計画』へ見
直すことで、どのような活
用が可能となるか。

　保存活用計画の策定により、空き家や観光資源の活用
に加え、情報発信の強化、さらに行政・笠島地区・関係
企業・団体が連携した推進体制を整備し、笠島地区の維
持・発展を図るものである。

条例改正
議案第51号

ＡQ　小手島地区の消防防災体制の強化
を図るため、消防団の機械器具置場
を移転・新築するにあたり、当該施
設の規模が拡大する理由は。

　現施設は狭小で必要な資機材を十分に収納
できない状況にあるため、災害時においても
適切に対応できるよう、施設規模を拡大する
必要がある。

計画策定
議案第52号

総合整備計画の策定
丸亀市広島町辺地を整備するため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財
政上の特別措置等に関する法律の規定に基づき、議会の議決を求めるもの。

伝統的建造物群保存地区保存条例の一部改正
丸亀市塩飽本島町笠島伝統的建造物群保存地区保存活用計画の策定に伴い、計画
名称を「保存計画」から「保存活用計画」に改めるため所要の改正等を行うもの。

ＡQ
　対象者の待遇はどのよう
に変化するのか。

　会計年度任用職員は1年ごとの契約となるため、従事
員の退職金精算を令和7年度中に行う予定だが、その他
の待遇にほぼ差は生じない。

条例廃止
議案第49号

モーターボート競走事業従事員の給与の種類及び基準を
定める条例の廃止
モーターボート競走事業において採用している従事員を、会計年度任用職員とし
ての雇用へ改めることから、本条例を廃止するもの。

ＡQ　事業者が開催
する地域住民等
を対象とした説
明会に参加して
いない住民の同
意をどのように
得るのか。

　説明会への参
加の有無に関わ
らず、十分な同
意を得られるよ
う、適切な対応
方法を検討して
いく。

条例制定
議案第46号

ため池における太陽光発電事業の実施と地域との調和に
関する条例の制定
ため池を活用した太陽光発電事業の実施に当たり、太陽光発電施設の適正な設置
及び管理について必要な事項を定め、地域との共生及び調和を図り、もってため
池の多面的機能、地域の良好な自然環境、生活環境、農業、文化及び景観の保全
に寄与することを目的として制定するもの。
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ＡQ　丸亀のほかに受託予定のボ
ートレース場は。また、受託
による収入の見込みは。

　蒲郡と大村が受託予定である。丸亀での開催は6日
間で、2億2,000万円の事務負担金収入と9,500万円
の受託収入を見込んでいる。

事務の受託
議案第53号

モーターボート競走施行に係る事務の受託に関する協議
江戸川モーターボート競走場は全国で唯一河川を利用した競走場で、季節により
風向きの影響を大きく受けるなど、大変厳しい環境下での開催を余儀なくされて
いることから、令和8年度の一般競走の一部について、モーターボート競走施行
に係る事務を受託いたしたいので、これに係る事務の受託を東京都六市競艇事業
組合と協議いたしたい。

ＡQ　納期遅延による工期延伸理
由とその費用を市が負担する
根拠は。

工事請負変更契約の締結
議案第55号

南中学校北校舎空調設備改修工事
空調室外機の保護工事の追加や同一敷地内工事に係る合算経費の見直しにより、
契約金額の増額が生じたため、三宅設備工業株式会社と工事請負契約の一部を変
更する仮契約を締結したため、議会の議決を求めるもの。

　世界的需要の高まりにより電設資材の納入が大幅に
遅れたことで、工期延伸になった。受注事業者の過失
でないため増額分は市が負担する。

他市の議員、職員が本市の施策を
視察しました。
２月５日　神奈川県秦野市議会

「子ども議会」
福岡県苅田町議会
「マルタス」

1月

3月
他市議会の視察
受け入れ

2月

　　　　３３３３３３３３３３３　　　　　６日　議会運営委員会
16日　臨時会

総務委員会協議会
広報広聴委員会

28日　議会運営委員会
全員協議会
都市環境委員会協議会
教育民生委員会協議会
中心市街地等活性化特別
委員会

29日　意見交換会

　　　　　４日　各派会長会
　　　　　６日　BTS西予・朝倉視察

３３３３３３３３３３３　　　　　２日～５日　本会議
　　　　３３３３３３３３３３３　　　　　６日　教育民生委員会

教育民生委員会協議会
都市環境委員会
都市環境委員会協議会

　　　　３３３３３３３３３３３　　　　　９日　総務委員会
総務委員会協議会

13日　中心市街地等活性化特別
委員会

17日　議会運営委員会
中心市街地等活性化特別
委員会（意見交換会）

18日　全員協議会
19日　広報広聴委員会
20日　教育民生委員会協議会
25日　本会議

予算特別委員会
27日　本会議

議会の動き 10日～13日　予算特別委員会
16日　予算特別委員会

議会運営委員会
19日　議員研修会
25日　本会議

全員協議会
教育民生委員会協議会
各派会長会

30日　議会運営委員会
各派会長会

1・2・3月
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令和7年度一般会計補正予
算（第6号)第１号

議案番号 件　　名

令和8年1月臨時会・令和8年3月定例会で審議された議案等

議案の概要等はこちら
からご覧いただけます。

令和7年度一般会計補正予
算（第8号）第３号

専決処分の承認（令和7年度
一般会計補正予算（第7号））第２号

令和7年度国民健康保険特
別会計補正予算（第2号）第４号

令和7年度国民健康保険診療
所特別会計補正予算（第1号）第５号

令和7年度駐車場特別会計
補正予算（第1号）第６号

令和7年度後期高齢者医療
特別会計補正予算（第2号）第７号

令和7年度介護保険特別会
計補正予算（第2号）第８号

手数料条例及び印鑑条例の
一部改正第12号

児童館条例の一部改正第13号
移動等円滑化のために必要
な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例の一
部改正

第14号

火入れに関する条例の一部
改正第15号

火災予防条例の一部改正第16号
工事請負変更契約の締結
（城南小学校校舎長寿命化
改修工事）

第17号

工事請負変更契約の締結
（城南小学校校舎長寿命化
改修に伴う機械設備工事）

第18号

令和7年度介護保険サービ
ス事業特別会計補正予算
（第1号）

第９号

令和7年度モーターボート競
走事業会計補正予算（第4号）第10号

公共調達基本条例の一部改正第11号

議案番号 件　　名

体育施設設置条例の一部改正第40号
行政手続条例の一部改正第39号

個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例
の一部改正

第41号

障がいのある人の情報保障及び
コミュニケーション手段の利用
促進に関する条例の一部改正

第42号

乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正

第43号

介護保険条例の一部改正第44号
法定外公共物管理条例の一
部改正第45号

ため池における太陽光発電
事業の実施と地域との調和
に関する条例の制定

第46号

消防団員等公務災害補償条
例の一部改正第47号

モーターボート競走事業職
員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部改正

第48号

モーターボート競走事業従
事員の給与の種類及び基準
を定める条例の廃止

第49号

市立小中学校の児童及び生
徒に係る学校給食費無償化
に関する条例の一部改正

第50号

伝統的建造物群保存地区保
存条例の一部改正第51号

総合整備計画の策定（広島
町辺地）第52号

モーターボート競走施行に係
る事務の受託に関する協議
（東京都六市競艇事業組合）

第53号

令和7年度一般会計補正予
算（第9号）第54号

第55号

諮　問
第１号

第56号

工事請負変更契約の締結（南中
学校北校舎空調設備改修工事）

人権擁護委員候補者の推薦

和解

議案番号 件　　名
工事請負変更契約の締結
（城南小学校校舎長寿命化
改修に伴う電気設備工事）

第19号

指定管理施設における指定期
間の延長（綾歌総合文化会館）第20号

指定管理者の指定（児童館）第21号
市道路線の廃止及び認定
（本谷1号線ほか1路線）第22号

令和8年度一般会計予算第23号
令和8年度国民健康保険特
別会計予算第24号

令和8年度国民健康保険診
療所特別会計予算第25号

令和8年度駐車場特別会計予算第26号
令和8年度後期高齢者医療
特別会計予算第27号

令和8年度介護保険特別会
計予算第28号

令和8年度介護保険サービ
ス事業特別会計予算第29号

令和8年度下水道事業会計予算第30号
令和8年度モーターボート競
走事業会計予算第31号

職員の給与に関する条例の
一部改正第32号

一般職の任期付職員の採用
等に関する条例の一部改正第33号

市長等の給与及び旅費に関
する条例の一部改正第34号

モーターボート競走事業管
理者の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正

第35号

会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例の
一部改正

第36号

市議会議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正

第37号

市長等の損害賠償責任の一部
免責に関する条例の一部改正第38号

議案番号 件　　名

■3月定例会

■1月臨時会
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討
論
・
審
議
結
果

●市財政の悪化が深刻化し、投資的・臨時的
事業の抑制が求められる中、大手町地区4街
区再編整備事業費は、事業規模の縮小や見
直し等を十分に検討するべきである。
●市民交流活動センターマルタスの１億4,000
万円を超える指定管理料や年間約6,000万円
のマネジメントフィーを支払う公共施設等
包括管理業務委託など高額な委託料を下げ
る見直しを行うべき。

●図書館管理運営費について、図書館のサー
ビス向上の観点から、利用者および従事者
双方のためにも、直営体制のもとで３館が
連携し、一体的な図書館運営を行うことが
最善策と考える。
●第２学校給食センターの建設や調理業務の
委託は、長期間の委託で市のモニタリング
能力が失われるほか、業者撤退時のリスク
もある。
●人権問題推進活動費について、人権問題は
多様化しており、同和問題対策に軸足を置
いた方針は変えていくべきである。

《議案第23号に反対》　　中谷真裕美

《議案第30号に反対》　　中谷真裕美
●ウォーターPPP契約手続準備業務委託料に
ついて、市の関与が希薄になるコンセッシ
ョン方式の導入へ将来的につながる恐れが
あり、導入について疑問が残るため認めら
れない。

《議案第31号に反対》　　中谷真裕美
●市への繰入及び依存症対策への取り組みに
ついては評価するものの、若年層のギャン
ブル依存症が社会的問題となっている中、
Z世代・アルファ世代を含む若者・ファミ
リー層をターゲットとした来場促進戦略に
は賛同できない。

討　論討　論

議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対した者です。※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。◆は議長のため採決には参加していません。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

22　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

19　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

18　
水
本　

徹
雄（
亀
城
会
）

17　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

16　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

12　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

11　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

10　
谷
本　

和
也（
志
政
会
）

９　
原
田
友
里
江（
国
民
民
主
丸
亀
）

８　
神
田　

泰
孝（
国
民
民
主
丸
亀
）

７　
大
倉　

流
星（
国
民
民
主
丸
亀
）

６　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

５　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

４　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

３　
大
岡　

弘
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
小
野
祐
美
子（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
蒲
生　

裕
久（
公
明
党
）

議　案　名

令和８年度一般会
計予算
令和８年度下水道
事業会計予算

議　案
第23号
議　案
第30号

可
決
可
決

可
決

審
議
結
果

×

賛否が分かれた議案糖の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和８年３月定例会令和８年３月定例会

◆

× ◆

令和８年度モータ
ーボート競走事業
会計予算

議　案
第31号 ×× ◆

●市長や議員の期末手当は人事院勧告に準拠
する必要がなく、財政悪化している状況下
で引き上げるべきではない。
●情報化推進費について、国が主導する基幹
系業務システムの標準化・共通化は、自治
体に大きな財政負担を継続的に強いるもの
であり税金の使い方として認められない。
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議
　
員
　
研
　
修

会
派
の
異
動

議 員 研 修 会
人権・同和問題意識調査からみえてくるもの
　　　　　　　　　　　～他人事じゃなくて自分事～
講師：丸亀市総務部人権課　江川寿英氏

3月
19日

3月
19日

　本研修では、人権を単なる「思いやり」で
はなく具体的な権利として捉える重要性と、
社会に潜む無自覚の差別（マイクロア
グレッション）に対する見直しの必要
性が示されました。
　市議会としては、全議員が自身の無
意識の偏見を自覚し、「正しく知る」姿
勢を共有することが不可欠です。その
上で、精神論に頼るのではなく、市の
条例等に基づき、マイノリティの視点
から社会の「当たり前」を見直し、誰も

が生きやすい制度や環境づくりを推進して参
りたいと思います。

当地経済の現状と先行きの注目点
講師：日本銀行高松支店　総務課長　岡﨑義人氏

　本研修において、県内経済は底堅く推移
しているものの、物価高や建設業等の人手

不足が課題であることが示されました。
　市議会としてこの現状を踏まえ、市民の実

質所得向上に向けた地元中小企
業の賃上げ支援や、市民生活を
守る物価高対策等に注力してい
く必要性を感じました。また、
瀬戸内国際芸術祭の波及効果を
丸亀市内にどう取り込み、イン
バウンド消費を地域経済の活性
化に繋げるかなど、今後の政策
提言に活かしてまいりたいと思
います。

2月13日付で、水本徹雄議員が亀城会に入会しました。
3月26日付で、大岡弘美議員、守家英明議員が市民クラブを退会し、新会派「丸亀市民ファースト」を
結成しました。

会派の異動・新会派の結成



2026.511 No.110

ス
ポ
ー
ツ
意
見
交
換

B
T
S
視
察

　多くの指導者の方々にご参加いただき、
スポーツ少年団の現状と課題について活発
な意見交換を行いました。

主な意見
●指導者不足と世代交代の課題
●中学校部活動の地域連携
●保護者の費用負担軽減

丸亀市スポーツ少年団×丸亀市議会

ボートレースチケットショップ西予・朝倉　視察

―スポーツ少年団における青少年育成の未来を語ろう―

意見交換会の開催意見交換会の開催

　2月6日（金）ボートレースチケットショッ
プ（以下、BTS）西予とBTS朝倉の視察を行
いました。両施設の売り上げの一部は施行者
である丸亀市や西予市・今治市に還元されて
います。近年は電話投票の普及により、BTS
での売り上げは全国的に伸び悩んでいるもの

の、多くの地元ファンでにぎわう様子が見受
けられました。
　また、令和7年の今治市林野火災や西予市の
平成30年7月豪雨被害に対し、地元ボートレ
ーサーによる復興支援の寄付が行われるなど
地域に根差した社会貢献活動が印象的でした。

1月
29日

～広報広聴委員会より～
　広報広聴委員会の広聴の機能として、市内
公立の保育施設で働く保育士の皆さまにアン
ケートをお願いし、118名の方々から回答を

いただきました。
　幼児教育・保育現場の環境整備等に関わる
貴重なご意見を元に、議会として政策提言に
活かしてまいります。
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代
　
表
　
質
　
問

表代 質 問
市
の
財
政
運
営
方
針

ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
と
今
後

　

本
市
財
政
は
、
義
務
的

経
費
の
増
加
や
起
債
償
還

の
本
格
化
に
よ
り
硬
直
化
が
危
惧

さ
れ
て
る
。
毎
年
度
の
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
か
ら
の
多

額
の
繰
入
れ
は
決
し
て
恒
常
的
な

も
の
で
は
な
い
。
今
後
の
具
体
的

な
財
政
運
営
方
針
は
。

市
長　

本
市
財
政
の
硬
直

化
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

令
和
8
年
度
当
初
予
算
は
6
4
3

億
円
と
し
、
前
年
度
か
ら
減
額
し

て
編
成
し
た
。
財
政
健
全
化
に
向

け
、
投
資
的
事
業
の
平
準
化
や
事

業
費
の
圧
縮
、
市
債
発
行
の
抑

制
、
基
金
活
用
に
よ
る
公
債
費
縮

減
を
図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
で
、
少
子
高
齢
化
や
物
価
高

騰
、
ま
ち
な
か
再
生
や
公
共
施
設

老
朽
化
な
ど
課
題
が
山
積
す
る

中
、
市
民
が
誇
り
と
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
取
り
組
み
も
進
め
る
方

針
で
あ
り
、
第
三
次
総
合
計
画
を

踏
ま
え
財
政
状
況
の
継
続
的
な
監

視
と
改
善
に
努
め
る
。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
額
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
令
和
７
年
度
の
寄
附
額
と

そ
の
内
容
は
。

　

ま
た
、
今
後
の
目
標
額
の
設
定

お
よ
び
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
は
。

産
業
生
活
部
長　

令
和
６

年
度
約
3
億
3
，6
0
0

万
円
だ
っ
た
寄
附
額
は
、令
和
７
年

度
1
月
末
で
約
4
億
5
，7
0
0

万
円
と
大
き
く
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
中
間
管
理
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
り
返
礼
品
の
魅
力
向
上
や

情
報
発
信
の
強
化
が
進
み
、
寄
附

増
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
は
目
標
額
を
7
億
円
と

し
、
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税

の
導
入
検
討
や
物
産
展
・
P
R
イ

ベ
ン
ト
、
S
N
S
発
信
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
返
礼
品
開
発
の
伴

走
支
援
を
充
実
さ
せ
、
地
域
産
業

の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

Ａ

Q

Q

地
方
税
滞
納
整
理
の

実
績
と
体
制
強
化

　

地
方
税
の
滞
納
整
理

は
、
単
に
未
納
税
金
を
徴

収
す
る
だ
け
の
業
務
で
は
な
く
、

そ
の
本
質
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
財
源
の
確
保
と
納
税
の
公

平
性
維
持
に
あ
る
。
滞
納
整
理
の

実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

ま
た
、
滞
納
整
理
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
の
一
元
的
な
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

総
務
部
長　

本
市
の
徴
収

率
は
一
般
市
税
が
概
ね
97

％
台
を
維
持
す
る
一
方
、
国
民
健

康
保
険
税
は
81
％
台
で
低
下
傾
向

に
あ
る
。

　

徴
収
率
向
上
と
徴
収
未
済
額
の

圧
縮
、
滞
納
処
分
の
強
化
を
基
本

方
針
と
し
、
滞
納
繰
越
分
は
専
門

的
な
滞
納
整
理
を
実
施
す
る
中
讃

広
域
行
政
事
務
組
合
へ
移
管
、
市

は
現
年
分
の
早
期
調
査
や
差
押
え

に
よ
る
新
た
な
滞
納
発
生
を
防
止

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
納
付
困
難
者
に
は
福
祉

部
門
と
連
携
し
て
生
活
再
建
型
の

相
談
を
行
い
、公
平
な
滞
納
整
理

を
進
め
る
。未
収
債
権
の
一
元
管

理
は
実
効
性
に
課
題
が
あ
る
た

め
、
専
門
部
署
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
が
、
関
係
部
局
と
の
連
携

強
化
に
努
め
る
。

Ａ

Q

Ａ

会派メンバー
小野祐美子・大岡　弘美
渡邉　一馬・角野　仁美
加藤　正員・大西　　浩
守家　英明

市民クラブ
質問者

守家英明議員
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代
　
表
　
質
　
問

会派メンバー
谷本　和也・廣田　勝也
東　　由美・香川　　勝
横田　隼人・大前　誠治

新年度の市政を問う！

志　政　会
質問者

横田隼人議員

0
〜
2
歳
児
へ
の

子
育
て
支
援
充
実
を

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度

　
全
国
の
出
生
数
は
10
年

連
続
で
減
少
し
て
お
り
、

本
市
で
も
前
年
度
比
65
人
の
減
で

あ
っ
た
。
東
京
で
は
保
育
料
無
償

化
や
子
育
て
支
援
の
充
実
が
出
生

数
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

少
子
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
0
歳

〜
2
歳
へ
の
特
に
手
厚
い
支
援
が

重
要
と
考
え
る
が
、
今
回
提
案
さ

れ
た
「
に
こ
に
こ
成
長
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、

0
歳
児
・
1
歳
児
に
は
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
コ

ー
プ
か
が
わ
と
連
携
し
て
育
児
用

品
の
宅
配
や
見
守
り
支
援
を
実
施

し
て
お
り
、
新
た
に
２
歳
児
を
対

象
と
し
た
ハ
ッ
ピ
ー
セ
カ
ン
ド
バ

ー
ス
デ
ー
事
業
を
開
始
す
る
。
育

児
用
品
を
地
域
の
子
育
て
支
援
施

設
で
受
け
取
る
仕
組
み
と
す
る
こ

と
で
、
支
援
施
設
利
用
の
促
進
や

地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、
孤

立
防
止
・
早
期
支
援
の
効
果
も
期

待
し
て
い
る
。
0
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
子
育
て
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
す
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
実
証
実
験
と
し
て
新
た

に
行
う
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度
の
受
給
要
件
等
の
詳

細
は
。

　
ま
た
、
実
証
実
験
で
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
て
制
度
改
善
を
図
る

考
え
は
。健

康
福
祉
部
長　

本
事
業

は
身
体
的
・
経
済
的
要
因

で
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
の
支
援

策
で
あ
る
。
対
象
は
市
内
に
住
所

が
あ
る
75
歳
以
上
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
た
在
宅
生
活
を

す
る
高
齢
者
で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
か
つ
他
の
助
成
制
度
を
利
用

し
て
い
な
い
方
と
し
て
い
る
。

5
0
0
円
券
を
月
２
枚
支
給
し
、

令
和
８
年
７
月
か
ら
令
和
９
年
３

月
ま
で
実
証
実
験
と
し
て
行
う
。

　

次
年
度
以
降
は
検
証
や
関
係
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
検

討
を
行
い
必
要
な
人
に
必
要
な
支

援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
制
度
構
築

を
目
指
し
て
改
善
し
て
い
く
。

Q

ゼ
ブ
ラ
企
業
を
活
用
し
た

地
域
課
題
解
決

　
ゼ
ブ
ラ
企
業
は
、
事
業

を
通
じ
て
地
域
課
題
解
決

を
図
り
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を

創
出
し
な
が
ら
収
益
を
確
保
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

ゼ
ブ
ラ
企
業
活
用
の
見
解
と
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
・
事
業
化
に
向

け
た
連
携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
公
室
長　

地
域
課
題

解
決
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
国
も
育
成
を
目
指
す

「
ロ
ー
カ
ル
ゼ
ブ
ラ
企
業
」
か
ら

は
、
本
市
に
も
事
業
提
案
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
市
の
施
策
と
方
向

性
が
合
致
す
る
も
の
は
連
携
を
模

索
し
て
き
た
。
行
政
だ
け
で
は
対

応
が
難
し
い
課
題
が
増
え
る
中
、

ロ
ー
カ
ル
ゼ
ブ
ラ
企
業
は
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
な
役
割

を
果
た
す
存
在
で
あ
り
、
関
わ
り

を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
事
業
化
ま
で
の
資
金
、
人
材

確
保
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
や
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
や
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

Ａ Q

Q

Ａ

Ａ
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部
活
動
の
地
域
展
開

若
者
流
出
対
策
と

県
立
大
学
誘
致

　
令
和
5
年
か
ら
部
活
動

改
革
と
し
て
始
ま
っ
た
部

活
動
の
地
域
展
開
に
は
指
導
者
の

確
保
や
事
故
時
の
責
任
、
費
用
負

担
や
参
加
機
会
の
公
平
性
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
取
り
組
み
の

遅
れ
や
方
向
性
の
不
明
瞭
さ
に
不

安
を
抱
く
関
係
者
も
い
る
が
、
現

状
と
今
後
の
手
法
及
び
最
終
形
態

や
期
限
は
。

教
育
長　

本
市
で
は
、
国

の
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
活
動
」

「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
な

が
る
活
動
」「
持
続
可
能
で
多
様

な
活
動
環
境
の
整
備
」
の
３
つ
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
地
域
展
開
を

進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
軟
式
野
球
部
の
地
域
ク
ラ

ブ
化
に
着
手
し
、
得
ら
れ
た
成
果

と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
段
階

的
に
対
象
を
広
げ
て
い
く
。令
和
9

年
度
か
ら
市
全
体
で
推
進
す
る
た

め
の
体
制
を
整
備
予
定
で
あ
り
、

今
後
の
方
向
性
を
保
護
者
や
地
域

の
方
に
丁
寧
に
周
知
し
て
い
く
。

　
農
業
・
商
業
・
地
域
活

動
で
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
本
市
と
し
て
の
課
題

解
決
の
方
向
性
は
。
ま
た
、
県
が

新
設
を
検
討
す
る
県
立
大
学
の
本

市
誘
致
は
、
若
者
の
流
出
対
策
に

も
有
効
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　

本
市
で
も

人
口
減
少
と
若
年
層
流
出

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
若
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
8
割
が
「
住
み
続
け

た
い
・
戻
り
た
い
」
と
回
答
す
る

一
方
、「
仕
事
な
ど
や
り
た
い
こ

と
が
出
来
な
い
」
と
の
声
が
多
く
、

魅
力
あ
る
働
く
場
や
挑
戦
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

　

県
立
大
学
は
、
若
者
が
地
域
で

学
び
、
産
業
と
関
わ
る
拠
点
と
な

り
、
本
市
に
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、動

向
を
注
視
し
つ
つ
誘
致
に
向
け
た

課
題
整
理
と
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ａ

Q

Q包
括
的
な
支
援
体
制
の

整
備　

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
市

Q

Ａ

会派メンバー
水本　徹雄・竹田　英司
多田　光廣・真鍋　順穗

亀　城　会
質問者

多田光廣議員

で
は
重
層
的
支
援
体
制
を
整
備

し
、
相
談
支
援
・
参
加
支
援
・
地

域
づ
く
り
支
援
を
一
体
的
に
進
め

て
い
る
。
縦
割
り
行
政
の
狭
間
と

な
る
案
件
を
出
さ
な
い
た
め
、
多

機
関
協
働
や
ケ
ー
ス
会
議
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
、
担
い
手
確
保
が
必
要

だ
が
、
現
状
と
課
題
は
。

健
康
福
祉
部
長　

本
市
で

は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど

も
・
生
活
困
窮
の
分
野
横
断
的
な

相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
、
多
機

関
協
働
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り

継
続
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
会
議
で
課
題
と
支
援
方
針

を
共
有
し
、
8
0
5
0
問
題
な
ど

複
合
的
課
題
の
早
期
把
握
と
連
携

支
援
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　

一
方
、
将
来
的
な
支
援
対
象
の

増
加
や
地
域
の
見
守
り
機
能
低
下

が
懸
念
さ
れ
、
担
い
手
確
保
や
地

域
の
つ
な
が
り
強
化
、
支
援
対
象

者
の
早
期
把
握
の
体
制
づ
く
り
が

今
後
の
重
要
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し

や
す
い
座
談
会
を
開
催
し
、
福
祉

課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
住

民
を
増
や
し
、
地
域
で
支
え
合
う

体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
。

Ａ
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新年度の市政を問う！

ま
ち
な
か
再
生
の

必
要
性
と
行
政
の
役
割

中
讃
地
域
全
体
の

広
域
連
携
に
お
け
る

本
市
の
役
割
は

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
進
展
し
郊
外
型
生
活
が

定
着
す
る
本
市
で
、
中
心
市
街

地
・
駅
周
辺
の
ま
ち
な
か
再
生
に

取
り
組
む
理
由
は
。
ま
た
、
市
民

の
暮
ら
し
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、

市
民
目
線
で
の
効
果
は
。

市
長
　
ま
ち
の
顔
で
あ
る

大
手
町
地
区
が
再
編
整
備

に
よ
り
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ

る
今
こ
そ
、
そ
の
効
果
を
ま
ち
な

か
に
波
及
さ
せ
、
丸
亀
の
発
展
を

牽
引
し
て
き
た
中
心
市
街
地
の
再

生
に
取
り
組
む
好
機
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
今
後

ま
ち
を
「
つ
く
る
」
か
ら
「
つ
か

う
」
フ
ェ
ー
ズ
へ
移
行
し
、
居
住

空
間
と
憩
い
空
間
が
融
合
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
な
か
に
暮
ら
し
集
う

人
々
が
居
心
地
の
よ
さ
を
感
じ
、

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
環
境
を
作

り
出
し
、
市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
も
の
に
変
え
て

い
く
。

　

丸
亀
市
を
含
む
中
讃
地

域
３
市
５
町
は
人
口
27
万

人
を
擁
す
る
高
密
度
な
広
域
生
活

圏
で
あ
る
。
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
単
独
自
治
体
で
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
、
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
圏
域
全
体
で
の
機
能
強
化
と

役
割
分
担
が
不
可
欠
と
考
え
る

が
、
中
讃
地
域
全
体
の
持
続
的
発

展
に
向
け
、
本
市
の
担
う
役
割
と

連
携
方
針
は
。

市
長
公
室
長
　
2
市
3
町

で
構
成
す
る
瀬
戸
内
中
讃

定
住
自
立
圏
で
は
、
中
心
市
と
し

て
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
定
住
自
立
圏
の
枠
組
み
を
超

え
た
広
域
連
携
は
地
域
課
題
に
応

じ
た
柔
軟
な
取
り
組
み
が
可
能
で

あ
る
。

　
保
健
医
療
・
観
光
分
野
で
は
定

住
自
立
圏
に
坂
出
市
、
綾
川
町
、

宇
多
津
町
を
加
え
た
3
市
5
町
で

連
携
し
て
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に

広
げ
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
像

を
構
成
市
町
と
共
有
し
な
が
ら
、

中
讃
地
域
の
牽
引
役
と
し
て
積
極

的
に
連
携
を
深
め
て
い
く
。

Ａ

Q

Q

Ａ

Ａ

市
長
自
ら
の
発
信
と

市
政
参
画
促
進

　

情
報
発
信
は
市
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
と
と

も
に
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に

伝
え
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

市
政
へ
の
理
解
と
参
画
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
市
長
自
身

は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
ど
の
よ
う
に
発
信
や
市
民
と
の

対
話
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
ニ
ー
ズ
を
政
策
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、そ
の
過
程
や
効

果
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
に
よ
る
市
民
参
画
や
、

広
報
紙
・
S
N
S
等
の
多
様
な
媒

体
で
幅
広
い
世
代
に
情
報
を
届
け

て
お
り
、
今
後
も
市
長
と
し
て
の

メ
デ
ィ
ア
出
演
や
地
域
へ
の
訪
問

を
通
じ
対
話
を
重
ね
、
相
互
理
解

と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。
ま

た
、
現
在
の
市
民
の
満
足
度
を
高

め
る
こ
と
を
魅
力
発
信
の
基
盤
と

考
え
、
対
面
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
面

か
ら
対
話
を
深
化
さ
せ
、
外
に
向

け
て
は
力
強
く
、内
に
向
け
て
は
丁

寧
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

Q

会派メンバー
大倉　流星・神田　泰孝
原田友里江

国民民主丸亀
質問者

大倉流星議員
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健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
導
入
を

市
内
古
墳
の
魅
力
発
信
と

デ
ジ
タ
ル
活
用

　
歩
数
ポ
イ
ン
ト
を
学
校

へ
寄
附
で
き
る
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
は
、導
入
し
た
市
で
医
療

費
・
介
護
給
付
費
の
抑
制
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。健
康
寿
命
の
延

伸
と
将
来
的
な
市
財
政
の
硬
直
化

を
防
ぐ
確
実
で
効
果
的
な
投
資
で

あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
連
合

会
等
か
ら
も
導
入
提
言
が
あ
る
中
、

具
体
的
な
検
討
状
況
と
見
解
は
。

市
長　

地
域
に
還
元
す
る

仕
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
動
機
づ
け
と
な
る
ほ
か
、地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
市
民
参

加
を
促
す
効
果
が
期
待
で
き
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
県
の

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
普
及
に
努

め
て
き
た
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
連
合
会
等
か
ら
「
ま
る
が
め
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」の
導

入
提
言
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
提

言
内
容
の
研
究
を
進
め
、
第
三
次

総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
健
や
か
な

笑
顔
広
が
る
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
協
働
で
推
進
し
て
い
く
。

　
市
内
の
古
墳
の
所
在
や

価
値
が
市
民
に
十
分
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
丸
亀
城
石
垣
復

旧
に
注
力
す
る
中
、
ハ
ー
ド
整
備

は
困
難
で
も
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
、
古
墳
の
魅
力
や
ア
ク
セ
ス
情

報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
集
約
・

公
開
、
ド
ロ
ー
ン
映
像
や
デ
ジ
タ

ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
郷
土
学
習

や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

教
育
部
長　

市
内
に
は

国
・
県
・
市
指
定
史
跡
を

含
む
多
様
な
古
墳
が
分
布
し
て
お

り
、
写
真
、
図
面
、
歴
史
的
背
景

な
ど
を
掲
載
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

で
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
今
後

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
情
報

を
整
理
・
公
開
し
利
便
性
向
上
を

図
る
。
ド
ロ
ー
ン
映
像
や
デ
ジ
タ

ル
マ
ッ
プ
は
地
形
や
墳
丘
構
造
を

視
覚
的
に
伝
え
る
有
効
な
ツ
ー
ル

だ
が
、
私
有
地
に
所
在
す
る
古
墳

も
多
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
管
理

上
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
所
有
者
の
理
解
を
得
な

が
ら
適
切
な
方
法
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

今
後
も
文
化
財
の
保
存
と
活
用

の
両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
、

郷
土
へ
の
理
解
と
関
心
の
醸
成
に

努
め
て
い
く
。

Q

Q Ａ

Ａ

会派メンバー
蒲生　裕久・福部　正人

公　明　党
質問者

福部正人議員

修
学
旅
行
費
の
助
成
は

　
中
学
生
1
人
8
万
円
超

の
修
学
旅
行
費
負
担
は
、

経
済
的
に
困
難
な
世
帯
に
と
っ
て

極
め
て
重
い
。

　
全
国
的
に
公
的
助
成
の
動
き
が

加
速
す
る
中
、
本
市
の
給
食
費
無

償
化
の
理
念
に
照
ら
せ
ば
、
教
育

課
程
で
あ
る
修
学
旅
行
費
が
私
費

負
担
と
い
う
現
状
は
一
貫
性
に
欠

け
る
。
無
償
化
や
公
的
助
成
の
考

え
は
。

教
育
部
長　

令
和
７
年
度

の
平
均
の
修
学
旅
行
費
用

は
小
学
校
で
約
３
万
2
，0
0
0

円
、
中
学
校
で
約
９
万
4
，0
0
0

円
で
あ
り
、経
済
的
に
困
難
な
世

帯
に
は
就
学
奨
励
費
で
全
額
補
助

し
て
い
る
。

　

給
食
費
は
負
担
額
が
一
律
で
あ

る
の
に
対
し
、
修
学
旅
行
費
は
学

校
ご
と
の
児
童
・
生
徒
数
や
行
き

先
に
よ
っ
て
負
担
額
も
異
な
っ
て

お
り
、
無
償
化
は
難
し
い
と
考
え

る
。
一
定
額
の
公
費
助
成
に
つ
い

て
は
先
行
自
治
体
の
取
組
状
況
や

効
果
等
を
丁
寧
に
調
査
し
、
本
市

に
ふ
さ
わ
し
い
在
り
方
を
見
極
め

て
ま
い
り
た
い
。

Q

Ａ
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その他の主な質問項目
●障害者差別解消法施行による合理的配慮の
提供●意識啓発によるリサイクル率の向上

　
産
後
の
孤
立
や
夜
間
の
育
児
不

安
が
社
会
問
題
と
な
る
中
、
夜
間

の
親
子
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
自
治
体
も

あ
る
。
産
後
ケ
ア
充
実
や
虐
待
予
防
の

点
で
、
将
来
の
子
育
て
世
代
に
も
安
心
を

与
え
る
取
り
組
み
と
考
え
る
が
、
夜
間
子

育
て
支
援
の
必
要
性
に
対
す
る
本
市
の
認

識
は
。

健
康
福
祉
部
長　
産
後
の
母
親
は

睡
眠
不
足
や
孤
独
感
を
伴
う
育
児

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
夜
間
ケ
ア
体

制
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
産
後
１

夜間の産後ケア体制充実

小野祐美子議員
（市民クラブ）

年
未
満
の
母
子
を
対
象
に
実
施
す
る
宿
泊

型
産
後
ケ
ア
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
利

用
施
設
が
３
か
所
か
ら
11
か
所
に
増
え
、

利
用
人
数
も
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
も
設
置

し
て
い
る
が
、
夜
間
相
談
の
実
施
に
は
設

備
改
修
や
職
員
配
置
、
財
源
確
保
な
ど
課

題
が
多
く
、
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
へ
の

影
響
な
ど
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
当
面

は
産
後
ケ
ア
事
業
の
活
用
を
促
し
、
出

産
・
育
児
を
さ
れ
る
方
の
安
心
確
保
に
努

め
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●家庭廃棄物及び事業系廃棄物の不法投棄
●多世代共生社会の実現●ボートレース丸亀
の経営改善及び施設改善

　
国
内
最
大
級
の
日
本
女
性
会
議

2
0
2
7
の
本
市
開
催
が
決
定
し

た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
講
師
人
材
の
確
保

の
ほ
か
、
様
々
な
準
備
に
相
当
な
時
間
と

費
用
、
労
力
を
要
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

実
行
委
員
会
の
構
成
や
来
年
度
の
プ
レ
大

会
の
準
備
状
況
、
大
会
テ
ー
マ
や
日
程
、

機
運
醸
成
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
2
月
に
第
1
回
実
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。
委
員
は
男
女
共

同
参
画
審
議
会
等
の
学
識
経
験
者
、
商
工

会
議
所
や
商
工
会
、
社
協
、
観
光
協
会
、

日本女性会議の本市開催に
向けて

東　由美　議員
（志政会）

市
民
活
動
団
体
、
女
性
人
財
リ
ス
ト
登
録

者
、
大
学
関
係
者
、
県
な
ど
産
官
学
民
の

20
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
大
会
テ
ー
マ
「
ま

る
っ
都
！
ま
る
が
め　
誰
も
が
自
分
ら
し

く
挑
戦
で
き
る
ま
ち
へ
」
と
決
定
し
た
。

プ
レ
大
会
は
令
和
8
年
11
月
29
日
、
本
大

会
は
令
和
9
年
11
月
12
日
〜
14
日
を
予
定

し
て
い
る
。
着
実
に
準
備
を
進
め
、
令
和

9
年
度
に
は
参
加
募
集
や
広
報
活
動
を

本
格
化
し
、
開
催
地
と
し
て
全
国
に
発
信

す
る
。

Ａ Q

疑質括総
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その他の主な質問項目
●スポーツ施設の利用促進●丸亀城築城430
周年に向けた取り組み●災害時の広域避難を
想定した連携

　
新
市
民
会
館
T
H
E
A
T
E
R 

M
A
d
o
の
開
館
を
中
心
市
街
地

等
の
活
性
化
に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
富
屋
町
商
店
街
の
活

用
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
行
政

と
議
会
と
商
店
街
関
係
、
専
門
家
の
メ

ン
バ
ー
を
交
え
た
意
見
交
換
会
を
開
く
考

え
は
。

都
市
整
備
部
長　
中
心
市
街
地
で

は
大
手
町
地
区
4
街
区
の
再
編
整

備
を
進
め
、
新
市
民
会
館
な
ど
新
た
な
拠

点
を
生
か
し
た
ま
ち
な
か
再
生
に
取
り
組

中心市街地の活性化

水本徹雄議員
（亀城会）

ん
で
い
る
。
富
屋
町
商
店
街
は
、
ア
ー
ケ

ー
ド
撤
去
や
舗
装
工
事
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
は
駅
周
辺
の
商
店
街
と
一
体
的

に
駅
ま
ち
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、
民

間
活
力
を
活
用
し
た
空
き
物
件
へ
の
出
店

誘
致
を
図
り
、
生
活
と
憩
い
の
機
能
を
併

せ
持
つ
エ
リ
ア
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
行
政
だ
け
で
な
く
議
会
、
商
店

街
、
専
門
家
の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
、

「
ま
ち
な
か
再
生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

を
組
成
し
、
特
別
委
員
会
と
も
情
報
共
有

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●フレイル予防のイベント開催●デジタル化
によるわかりやすい介護情報の提供

　
私
が
当
選
直
後
か
ら
訴
え
続
け

て
き
た
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
医

療
費
増
大
や
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
も
寄

与
す
る
と
考
え
る
。
本
市
の
健
康
寿
命
に

つ
い
て
全
国
・
香
川
県
平
均
と
の
比
較
を

踏
ま
え
、
平
成
28
年
と
令
和
6
年
の
状
況

お
よ
び
市
の
考
察
は
。
ま
た
、
延
伸
に
向

け
て
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
。

市
長　
本
市
の
健
康
寿
命
は
、
平

成
28
年
度
は
男
性
78・8
歳
・
女

性
84・2
歳
で
全
国
・
県
平
均
と
同
水
準

で
あ
っ
た
が
、
令
和
6
年
度
は
男
性
79・

市民の健康寿命延伸に向けて

角野仁美議員
（市民クラブ）

5
歳
・
女
性
84・7
歳
と
伸
び
て
お
り
、

全
国
・
県
平
均
を
上
回
っ
た
。
第
2
次
健

康
増
進
計
画
の
も
と
、
市
民
の
主
体
的
な

健
康
づ
く
り
や
「
つ
な
が
り
」
を
活
か
し

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
と
考
え
る
。
一
方
、
健
康

意
識
の
低
い
方
や
働
き
世
代
へ
の
対
応
が

課
題
で
あ
り
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け
企

業
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
介
護
予

防
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
推
進
す
る
。

Ａ Q

疑質括総
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その他の主な質問項目
●重層的支援体制●地域を基盤とした学習
（Place-Based Learning）

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
が
地
域
活
動
を

継
続・発
展
す
る
た
め
、
支
援
、
調

整
、
育
成
を
担
う
中
間
支
援
機
能
の
強
化

が
重
要
で
あ
る
。公
益
法
人
が
給
与
計
算・

労
務
管
理
等
の
専
門
的
業
務
を
支
援
す
れ

ば
、
セ
ン
タ
ー
の
労
働
環
境
の
整
備
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ

つ
、持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
支
え
る
現

実
的
な
方
策
と
考
え
る
が
、市
の
認
識
は
。

協
働
推
進
部
長　
本
市
で
は
公
民

館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

移
行
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の
も
と
、
地

地域活動の支援体制強化に
向けて

香川　勝　議員
（志政会）

域
特
性
に
応
じ
た
自
主
事
業
の
展
開
環
境

を
整
え
て
き
た
。
一
方
、
セ
ン
タ
ー
職
員

は
単
年
度
契
約
が
基
本
で
、
若
年
層
の
安

定
雇
用
や
育
休
制
度
整
備
に
課
題
が
あ

る
。
公
益
法
人
に
よ
る
中
間
支
援
強
化
は

有
効
性
が
あ
る
も
の
の
、
財
源
・
人
材
確

保
な
ど
体
制
整
備
に
課
題
が
あ
り
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
。
現
状
で
は
市
職
員
に
よ

る
研
修
や
労
務
・
給
与
の
個
別
相
談
対
応

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
各
地
域
の
声

を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
先
進
事
例
も
参

考
に
持
続
可
能
な
体
制
を
検
討
す
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●男性の育児休業取得●選挙の投票率維持・
向上

　
子
ど
も
の
急
病
時
に
保
護
者
が

落
ち
着
い
て
判
断
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
だ
が
、
受
診
や
対
処
を
相
談

で
き
る
子
ど
も
医
療
電
話
＃
8
0
0
0
な

ど
本
市
の
情
報
発
信
の
現
状
は
。
ま
た
、

症
状
別
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、
公

式
L
I
N
E
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長　
本
市
で
は
、
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
に
「
＃
8
0
0
0
」
と

「
こ
ど
も
の
救
急
」
を
案
内
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
子
育
て
ア
プ
リ
か
ら
も
確
認
で

小児急病時の対応と情報発信

原田友里江議員
（国民民主丸亀）

き
る
よ
う
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

「
こ
ど
も
の
救
急
」
は
症
状
を
選
択
し

て
受
診
判
断
を
示
す
も
の
で
、
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
一
方
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
目
的
の
ペ

ー
ジ
に
到
達
し
に
く
い
課
題
が
あ
る
た

め
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
視
認
で
き
る
よ

う
改
善
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
乳
幼
児
健
診

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
周
知
を
強
化
し
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●香川丸亀国際ハーフマラソン大会●空き家
問題●丸亀市地震対処訓練

　
2
0
2
7
年
に
本
市
で
の
開
催

が
決
定
し
た
日
本
女
性
会
議
で

は
、
多
く
の
参
加
者
に
よ
る
経
済
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。
城
泊
の
価
格
見
直
し
や
地

元
食
材
・
女
性
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
お
も
て
な
し
策
、
女

性
活
躍
実
践
ア
イ
デ
ア
企
業
顕
彰
や
女
性

議
会
の
仕
組
み
を
会
議
に
連
動
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

総
務
部
長　
城
泊
は
条
例
で
宿
泊

料
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
価
格
引

き
下
げ
は
難
し
い
が
、
丸
亀
城
を
は
じ
め

日本女性会議に向けて

大岡弘美議員
（市民クラブ）

と
し
た
歴
史
文
化
資
源
を
生
か
し
た
ガ
イ

ド
の
充
実
や
う
ち
わ
体
験
、食
の
魅
力
発
信
、

瀬
戸
内
の
景
観
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光

な
ど
、
丸
亀
ら
し
い
お
も
て
な
し
の
向
上

に
努
め
る
。
ま
た
、
女
性
活
躍
実
践
ア
イ

デ
ア
企
業
顕
彰
の
先
進
事
例
を
分
科
会
で

の
発
表
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
生
か
す
こ
と

を
実
行
委
員
会
と
検
討
し
、
女
性
議
会
参

加
者
に
も
大
会
へ
の
協
力
を
求
め
る
。
本

市
の
魅
力
や
取
り
組
み
を
全
国
へ
発
信
す

る
た
め
、
関
係
団
体
や
地
域
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
、
着
実
に
準
備
を
進
め
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●猪熊弦一郎現代美術館（ミモカ）

　
民
間
が
行
政
課
題
の
解
決
策
を

提
案
す
る
民
間
提
案
制
度
や
、
企

業
が
関
心
の
あ
る
社
会
課
題
を
提
示
し
行

政
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
逆
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
は
、
民
間
の
発
想
と
実
行
力
を

取
り
入
れ
、
職
員
が
政
策
立
案
や
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
注
力
で
き
る
体
制
整
備
や
財
政

負
担
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。
制
度
活
用

の
有
効
性
や
今
後
の
試
行
導
入
の
見
解
は
。

市
長　
本
市
財
政
の
厳
し
さ
を
鑑

み
る
と
、
コ
ス
ト
縮
減
や
民
間
資

金
の
活
用
に
つ
な
が
る
官
民
連
携
手
法

新たな官民共創の手法導入を

廣田勝也議員
（志政会）

は
、
幅
広
い
分
野
で
検
討
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
官
が
発
注
し
、
民

が
受
け
る
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
民
間
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
行
政
運
営
の
効
率
化
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
導
入
に

は
迅
速
な
意
思
決
定
な
ど
運
用
面
の
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
令
和
８
年
度

に
全
庁
的
な
活
用
指
針
を
策
定
し
、
官
民

共
創
の
視
点
で
最
適
か
つ
最
大
の
効
果
を

生
み
出
す
官
民
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q
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新
国
道
4
3
8
号
の
周
辺
は
、

さ
ぬ
き
富
士
を
始
め
と
し
た
美
し

い
自
然
や
地
域
特
産
物
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
交
通
量
や
周
辺
施
設
と
の

連
携
を
踏
ま
え
、
飯
山
町
上
法
軍
寺
遠
田

地
区
で
道
の
駅「
さ
ぬ
き
富
士（
仮
称
）」整

備
の
基
礎
調
査
や
国
の
交
付
金
活
用
を
見

据
え
た
調
査
研
究
を
行
う
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
候
補
地
と
し
て

示
さ
れ
た
当
該
地
は
農
業
振
興
地

域
に
位
置
し
、
土
地
利
用
に
法
的
課
題
が

あ
る
ほ
か
、
今
後
の
道
路
整
備
の
進
捗
に

道の駅「さぬき富士（仮称）」
整備に向けて

竹田英司議員
（亀城会）

よ
り
交
通
動
線
が
変
化
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
当
該
地
で
の
道
の
駅
整

備
に
は
交
通
動
線
の
変
化
や
需
要
予
測
、

必
要
機
能
を
含
め
、
慎
重
な
基
礎
調
査
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、「
防
災
道
の
駅
」
の
交
付
金
活

用
に
は
広
い
駐
車
場
や
緊
急
輸
送
道
路
沿

線
な
ど
厳
し
い
要
件
が
あ
り
、
制
度
利
用

に
向
け
た
条
件
整
理
も
調
査
事
項
と
な
る

た
め
、
国
道
整
備
の
進
捗
や
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
県
内
の
先
行
事
例
を
参
考
に
引

き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●水循環式自己完結型トイレの導入●高次脳
機能障害者支援●救急業務における電動スト
レッチャーの導入

　
県
の
統
計
で
は
12
人
に
1
人
が

低
出
生
体
重
児（
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
）

で
あ
る
。
長
期
入
院
や
発
育
の
不
安
抱
え

る
家
族
に
対
し
、
本
市
の
支
援
内
容
は
。

ま
た
、
県
が
作
成
す
る
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
成
長
や
医
療
を
適
切
に

記
録
で
き
、
不
安
軽
減
に
も
つ
な
が
る
も

の
だ
が
、
そ
の
概
要
や
入
手
方
法
を
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
周
知
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
本
市
の
母
子
保
健
事
業
で

は
、
妊
娠
期
か
ら
の
伴
走
型
相
談

リトルベビー支援

蒲生裕久議員
（公明党）

支
援
を
基
本
と
し
て
お
り
、
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

と
そ
の
家
族
に
は
、
医
療
機
関
と
連
携
し
て

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、
保
護
者
の
心

の
ケ
ア
に
も
配
慮
し
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い

る
。県
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
支
援
サ
ー
ク
ル

の
紹
介
や
、
先
輩
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
不
安
感
や
孤
独
感
の
緩
和

も
期
待
で
き
る
た
め
、
窓
口
で
周
知
し
、
保

健
師
等
の
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
も
活
用
を
勧
め

て
い
る
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
概
要
や

入
手
方
法
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
、必
要

な
方
へ
確
実
に
情
報
が
届
く
よ
う
努
め
る
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●きつ音への理解、教育現場での必要な配慮

　
地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団
員

が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
操

法
大
会
・
出
初
め
式
の
儀
礼
的
活
動
を
縮

小
し
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
へ
の
見
直
し

に
よ
る
負
担
軽
減
を
求
め
る
。
ま
た
、
物

価
高
を
踏
ま
え
た
報
酬
の
引
き
上
げ
、
各

分
団
訓
練
や
積
載
車
点
検
業
務
へ
の
２
名

分
報
酬
支
給
な
ど
、
処
遇
改
善
に
向
け
た

市
の
見
解
は
。

消
防
長　
消
防
団
員
が
健
康
で
意

欲
的
に
活
動
で
き
る
環
境
整
備
の

重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
操
法
訓
練
大

消防団員の負担軽減と
処遇改善を

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

会
の
開
催
時
期
変
更
な
ど
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
操
法
訓
練
大
会
や
出
初

め
式
は
、
消
防
人
と
し
て
の
心
構
え
の
涵

養
や
技
術
継
承
を
担
う
不
可
欠
な
活
動
で

あ
る
が
、今
後
も
消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら

負
担
軽
減
に
努
め
る
。ま
た
、報
酬
は
国
の

基
準
に
基
づ
き
対
応
し
て
お
り
、
班
長
以

上
の
処
遇
は
近
隣
自
治
体
と
比
べ
平
均
以

上
の
水
準
に
あ
る
。
分
団
単
位
の
訓
練
や

積
載
車
点
検
へ
の
報
酬
支
給
は
現
時
点
で

は
考
え
て
お
ら
ず
、
団
の
運
営
交
付
金
の

範
囲
内
で
の
検
討
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●有機農法推奨●丸亀市の未来への展望

　
農
作
物
の
価
格
低
迷
や
物
価
高

で
農
機
更
新
が
困
難
と
な
り
離
農

を
検
討
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
加
入
時
に
一
定
額
を
支
払
い
、
設
定

さ
れ
た
面
積
ま
で
利
用
で
き
、
超
過
分
は

課
金
で
対
応
す
る
農
業
機
械
サ
ブ
ス
ク
方

式
の
導
入
に
つ
い
て
、
国・県
と
連
携
し
た

仕
組
み
づ
く
り
を
含
め
、本
市
の
見
解
は
。

産
業
生
活
部
長　
現
行
の
リ
ー
ス

や
レ
ン
タ
ル
は
使
用
実
績
で
料
金

が
決
ま
る
た
め
、
提
供
者
は
初
期
投
資
の

回
収
が
不
安
定
で
新
規
導
入
に
慎
重
と
な

農業機械サブスク導入の
可能性は

谷本和也議員
（志政会）

り
が
ち
で
あ
る
。
サ
ブ
ス
ク
方
式
で
は
設

定
範
囲
は
定
額
、
超
過
分
を
精
算
す
る
仕

組
み
に
よ
り
収
入
見
通
し
が
立
ち
や
す

く
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
経
費
計
画
が
立

て
や
す
い
利
点
が
あ
る
。

　
一
方
で
台
数
確
保
、
利
用
調
整
、
採
算

性
な
ど
課
題
が
多
く
、
本
市
単
独
で
の
導

入
は
困
難
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
J
A

や
農
機
具
メ
ー
カ
ー
等
と
の
連
携
も
視
野

に
、
持
続
可
能
な
機
械
利
用
の
仕
組
み
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

Ａ Q
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その他の主な質問項目
●本市財政の立て直し

　
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業
が
新

年
度
実
証
実
験
と
し
て
始
ま
る
事

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
対

象
者
要
件
が
「
要
支
援
要
介
護
認
定
が
必

要
」「
世
帯
全
員
が
非
課
税
」
な
ど
大
変

厳
し
い
。
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
移
動
手
段
を
持
た
ず
お
困
り
の
方
は

多
い
。
よ
り
多
く
の
高
齢
者
を
支
援
で
き

る
よ
う
要
件
の
緩
和
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　
当
事
業
は
、
身

体
的
経
済
的
に
移
動
に
困
難
を
抱

え
る
高
齢
者
を
支
援
し
在
宅
生
活
を
支
え

高齢者タクシー運賃助成
対象要件緩和を

中谷真裕美議員
（会派無所属）

る
こ
と
を
目
的
に
、令
和
８
年
度
は「
実
証

実
験
」と
い
う
形
で
実
施
す
る
。助
成
対
象

者
を
75
歳
以
上
の
在
宅
者
で
要
支
援・要

介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

と
し
、
助
成
に
係
る
予
算
は
6
7
5
万
円

と
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
は
対
象
者
の

要
件
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
状

況
や
タ
ク
シ
ー
の
供
給
量
、
高
齢
者
の
移

動
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、市
民
や
タ
ク
シ

ー
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
多

角
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●安心して子育てできるまちを踏まえたSV（スー
パーヴァイザー）導入●自転車の交通反則通告
制度（青切符）導入●丸亀版マンホール広告事業

　
医
師
不
足
、
と
り
わ
け
産
婦
人

科
・
小
児
科
等
の
偏
在
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
る
中
、
将
来
に
わ
た
っ
て

市
民
が
必
要
時
に
確
実
に
医
療
へ
ア
ク
セ

ス
で
き
る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
市

単
独
の
具
体
策
と
、
県・近
隣
自
治
体
と
の

広
域
連
携
の
役
割
分
担・方
向
性
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　
医
師
確
保
は
県

が
中
心
に
進
め
て
お
り
、
本
市
独

自
の
施
策
は
ほ
ぼ
無
い
が
、
今
後
の
不
足

を
想
定
し
、
医
師
会
の
意
見
を
踏
ま
え
市

と
し
て
の
施
策
を
模
索
す
る
。
ま
た
、
医

将来の医療提供体制の確保

神田泰孝議員
（国民民主丸亀）

療
の
ひ
っ
迫
を
防
ぐ
た
め
、
健
康
増
進
計

画
に
基
づ
く
健
康
教
育
や
検
診
な
ど
、
予

防
と
重
症
化
防
止
の
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。
広
域
連
携
で
は
、
県
が
調
整
役
と
な

り
中
讃
医
療
圏
の
市

町
と
課
題
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
8

年
度
の
保
健
医
療
計

画
見
直
し
に
向
け
、

医
師
確
保
や
定
着
策

を
協
議
し
、
県
へ
意

見
を
伝
え
て
い
く
。

Ａ Q



　
春
か
ら
初
夏
へ
移
る
こ
の

頃
、
幸
田
文
の
「
桜
が
散
り
木

蓮
が
崩
れ
乙
女
椿
が
落
ち
て
、

朝
ご
と
に
濃
淡
の
緑
が
あ
た
り

を
ふ
さ
い
だ
」
と
い
う
一
文
を

思
い
起
こ
す
。「
花
の
終
わ
り

の
繊
細
な
違
い
を
表
せ
る
日
本

語
っ
て
美
し
い
な
あ
」
と
感
じ

入
る
。
同
じ
繊
細
な
違
い
で

も
、
議
会
に
あ
る
ビ
ミ
ョ
ー
な

日
本
語
は
も
ど
か
し
い
。「
検

討
し
ま
す
」「
協
議
し
ま
す
」

「
研
究
し
ま
す
」
こ
れ
ら
理
事

者
の
答
弁
の
独
特
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
。「
で
、
す
る
の
？
　
し
な

い
の
？
　
ど
う
な
の
！？
」
と
追

及
す
る
事
と
な
る
。「
議
会
だ

よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
読

ん
で
「
？
」
の
残
ら
な
い
日
本

語
で
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。
今
年
度
も
ご
愛
読
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　
　

中
谷
真
裕
美

編
　集

　
　
後
記

　2026年９月６日に開館予定の「丸亀市民会館「THEATRE MAdo（シアターマド）」」の施設見学
を行いました。設計の意図や運営方針について説明を受け、1301席を有する大ホールをはじめ、市民
活動に幅広く対応できる各室の設備や児童館など丸亀市の文化芸術の拠点として将来への期待が高ま
りました。
　この新市民会館の整備には、2019年に市議会内へ市民会館整備特別委員会が設置されて以降、議会
でも長年協議を重ねてきました。建設場所の変更や設計方針の検討、各室配置、管理運営計画など、
多岐にわたる議論を重ねてきた内容が具体的な形となっていることを実感する機会となりました。
　今後も開館に向けて準備が進む中、シアターマドが大切にしてきた「みんなの劇場」というコンセ
プトを体現した施設になるよう、議会としても運営体制や利用環境の充実に取り組んでいきます。

ついに完成！
新市民会館を見学しました

2026.524 No.110


	１p
	２p
	３p
	４p
	５p
	６p
	７p
	８p
	９p
	10p
	11p
	12p
	13p
	14p
	15p
	16p
	17p
	18p
	19p
	20p
	21p
	22p
	23p
	24p

